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会  議  録  
 

会 議 の 名 称 中央小・星宮小再編成準備委員会  第９回学校運営部会  

開 催 日 時 
令和３年７月１４日（水）  

   開会：午後６時３０分・閉会：午後７時３０分  

開 催 場 所 産業文化会館  ２Ａ会議室  

出席者（委員） 
氏 名 

荻原章部会長、梶野美穂子副部会長、森  安正、本城  純、舞原

智治、武田好美、塚越  要、馬場充子  

欠席者（委員） 
氏 名 

櫛引浩士、宮浦  将、番場由季子、三田昌子  

事 務 局 上野主幹、久積主査、田沼  

会 議 内 容 

（１）校歌の歌詞について  

（２）地域との連携組織について  

（３）学校運営部会の協議事項について  

会 議 資 料 

・歌詞（案）  

・資料（地域との連携組織、学校運営部会の協議事項）  

・忍の子スクールパートナーズ全体構想（案）  

そ の 他 必 要 
事 項 

出席者：校歌作詞作曲者  戸川純子さん  

傍聴人  なし  
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 発  言  者   会議の経過（議題・発言内容・結論等）  

事務局  

 

 

 

荻原部会長  

 

事務局  

 

 

 

荻原部会長  

 

戸川さん  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１  開会  

 

２  議事  

（１）校歌の歌詞について  

校歌の歌詞についての説明を事務局からお願いする。  

 

（資料を基に説明）  

・作詞作曲者の戸川さんが来ているので説明をしていただく。  

・学校運営部会としての意見をまとめてもらいたい。  

 

戸川さんから歌詞の説明をお願いする。  

 

まず、校歌がなくなってしまう星宮小と中央小の子ども達の気

持ちを想像してみた。特に星宮の子ども達は校舎ともさよならを

しなければいけないので、まだ半年以上あるにしても、寂しさが

募ってきていると思う。その気持ちを抑え込むのは無理だとして

も、新しい学校で新しいスタートを切って、頑張っていこうとい

う気持ちを持てるような校歌にしたいと思った。また、星宮小と

中央小の校歌の歌詞から、出来る限り言葉をいただこうと思った。

それに自分のイメージを重ねながら、作ってみた。  

まず、タイトルについて、校歌は普通「〇〇小学校校歌」とな

ると思ったのだが、あえて普通のタイトルをつけてみた。タイト

ルの中の「希望」は、中央小学校の正門を入ってすぐの場所にあ

る「希望の塔」から取った。  

一番についてだが、朝のイメージと星宮の風景を入れてみた。

「新しいスタート」・「前進していこう」・「１日１日を新しい

気持ちで作っていこう」という意味を込めた。子ども達自身の意

思という意味と、その子供たちを支える周りの人たちとっての願
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荻原部会長  

 

Ａ委員  

 

 

荻原部会長  

 

 

 

荻原部会長  

 

Ａ委員  

いという意味にも取れると思っている。  

二番については夜のイメージだが、「次の日に繋がる夜」・「次

の日のための夜」という捉え方をしている。「子ども達に主体的

な気持ちを持ってもらいたい」という思いを込めた。風景として

は、中央小の風景を想像した。  

一番・二番については、「子ども達一人一人がそうあってほし

い」という意味合いが強く、同じメロディーを繰り返して歌って

いく。二番が終わった後に２回繰り返すものを付けてみた。その

中の「笑顔」はただ笑っているという事だけではなくて、夢や希

望や日々の学び、友達や先生方との交流など色々な事を含めて、

良い方向に行くことで笑顔が作れると考えて、「笑顔あふれる忍

小学校」とした。  

書いては消しの繰り返しで、自分としてもまだまだベストでは

ないと思っている。この後の曲を作る段階で、部分的に言葉を修

正することがあるかもしれないが、委員の方から意見をいただき

たい。  

 

歌詞の説明を聞いて、質問はあるか。  

 

歌詞を見ただけだとわからなくて、メロディーがついて初めて

イメージが沸くのだと思う。  

 

歌詞に対する質問がなければ、戸川さんには退室していただく。 

 

（戸川さん退室）  

 

歌詞に対して意見はあるか。  

 

１年生とかは漢字が読めないと思うが、そういう場合はひらが
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荻原部会長  

 

 

 

Ｂ委員  

 

 

 

 

 

Ｃ委員  

 

 

 

 

 

Ｂ委員  

 

 

Ｃ委員  

 

 

 

 

Ｄ委員  

 

 

なで表記するのか。  

 

そのとおり。入学当初の１年生は耳で歌詞を覚えているようだ。

難しいフレーズもあって、意味がわかっていないかもしれないが、

よく歌ってくれている。  

 

無理のない歌詞で良いと思った。普通は、一番だけしか歌わな

いという事はないので、一番・二番を歌った後に「希望の花が咲

くように～」と続くのは、ある意味では自然であると思う。曲を

入れる時に無理な部分があったら、合うように修正することがあ

るかもしれないが、内容的には賛成する。  

 

全体的には新しい学校の校歌として、いい詩だと思う。一番の

３行目に「森」があるが、星宮の辺りで「森」というのは感じら

れないし、中央小の辺りでも清善寺の木くらいしか思い当たらな

い。行田のイメージとしては余りないのかなと思う。「空」とか

「川」がいいかもしれない。  

 

忍中から見ると、諏訪神社は「森」と言うので、そのイメージ

かもしれない。  

 

二番の４行目の「ひそかに誓う」について、いい言葉なのだが、

秘密みたいな感じがある。「こころに誓う」という方がいいのか

なと思う。一人一人が自分の心の中に誓うという意味では、「ひ

そかに」もいいのだが、少し気になった。  

 

旧来の校歌と違うので、これが新しいものなのだなと感じた。

良いと思う。  

 



5 

 

Ｅ委員  

 

 

 

 

 

Ａ委員  

 

 

 

Ｆ委員  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｇ委員  

 

 

 

 

荻原部会長  

 

 

 

イメージとしては、朝と夕方、一日の始まりと終わり、星宮小

と中央小ということで分かりやすいと思う。最後に新たな忍小学

校が笑顔でということでとてもいい詩だと思う。私自身も校歌の

言葉の意味を考えたりとかはなかったので、どちらかというとイ

メージがわかりやすい方がいいと思う。  

 

中央小と星宮小の両方の校歌が頭に入っているが、その２つの

校歌とは全然違うイメージだと感じた。低学年には「古のかおり」

とかは難しいのかなと思うが、歌えるから支障はないと思う。  

 

一番と二番で朝と夕方でわかりやすい構成だと思う。全体的に

は良いと思う。星宮の校歌は国語研究部として教員が作ったので、

中央小と雰囲気が少し違う。星宮の校歌は子どもが使うような言

葉を使っている。難しいと思う様なものでも、「朝もや」とか「こ

がね」くらい。小学校低学年が歌いやすいような言葉を選んでい

る。中央小はそうではないので、ちょうどミックスした感じで、

言葉を選んでもらったのだと感じた。先ほど話が出た一番の「森」

についてだが、星宮小の校歌には「５つの森に」というフレーズ

があるので、そのあたりも考えてくれたのかなと思った。  

 

星宮小と中央小のイメージを入れていただき、一生懸命考えて

いただいたのだと思った。私も子どもの頃は歌詞を考えて歌って

なかったような気がする。全部文章が違うよりは繰り返しがある

方が覚えやすいと思う。  

 

だいたい同じようなところに目がいくのかなと思う。中央小で

「森」を考えると、５年くらい前だが中央小の正門入って左側に

古いものが沢山あるので、「歴史の森」と呼ぶようになった。あ

と、開校１００年の時に北校舎の裏に木をたくさん植えて、「１
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事務局  

 

 

 

荻原部会長  

 

 

 

 

荻原部会長  

 

事務局  

００年の森」というのを作ったのだが、大きくなったので切って

しまい、森っぽさはなくなってしまった。確かに言われた通り広

がるイメージがあると思うので意見があったこととして伝えたい

と思う。「ひそかに」について、個人個人が密かに誓うというの

か、決意を強く持って絶対にこうするという強い意志を持たせる

のか、その辺について少し考えていただく機会があってもいいの

かなと思う。最後のところは同じ言葉を二つ繰り返すという形で

よいか。まったく同じものを繰り返すパターンと、「笑顔あふれ

る」とか「笑顔かがやく」とか一部だけ変わるパターンが考えら

えるが、あまり変えると低学年が間違えてしまうこともある。  

学校運営部会としては、このまま曲をつけていっていただきた

いと思う。また、一番の「森」については明るいイメージの曲で

あれば「空」、二番の「ひそかに」については秘密めいた感じが

するので「こころに」といった言葉もいいのではないかという意

見が出たことを伝え、曲を作る時に曲のイメージに合う言葉を使

ってもらいたいと伝えようと思う。  

 

報告だが、以前校歌の契約料の協議をしていただき、部会の中

では５０万円を上限という話があったと思うが、戸川さんとの協

議の中で４０万円ということで話がまとまった。  

 

「私はプロではないのでそんなには」という事をおっしゃって

いたが、練習も含めてということで、この額で承諾していただい

た。  

 

（２）地域との連携組織について  

地域との連携組織についての説明を事務局からお願いする。  

 

（資料を基に説明）  
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荻原部会長  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ委員  

 

 

・学校運営協議会については、１５人以内という制限があるので、

中央小と星宮小の校長と学校運営協議会長で話し合って選出をし

てもらいたい。  

・学校応援団、スクールガードリーダー、見守りボランティアに

ついては、忍の子スクールパートナーズ構想の中で協議してもら

いたい。  

・忍の子スクールパートナーズについてはＰＴＡ組織も関わるの

でＰＴＡ部会でも意見をいただいた。  

 

 私の方から忍の子スクールパートナーズについて説明をさせて

いただく。  

（資料を基に説明）  

・学校応援団とＰＴＡ組織が共同して活動していけるように構想

を立てた。  

・教育支援、環境整備、安全支援については、学校運営協議会の

メンバーとか、応援団といった組織とかが元になっている。  

・ＰＴＡ部会でも協議したが、当面はそれぞれの地域から１人ず

つコーディネーターを選出してもらった方がいいという意見があ

った。また、おやじの会は星宮小にあって中央小にはないものだ

が、忍小になっても何らかの形で続けていけたらという意見があ

った。  

・実際にどのようなことができるかについては、この後詳細を検

討していく。  

 全体構想を見て、こうした方がいいとか、こういう風に工夫し

たらどうかとかあれば意見をお願いする。  

 

確認なのだが、北河原小学校から忍小に来る人がいるのではな

いかという話をいただいている。現在どのような方向に進んでい

るのか教えていただきたい。もし何人かが忍小に来るということ
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事務局  

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ委員  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ委員  

 

 

 

 

荻原部会長  

 

 

であれば、この組織も若干変更したり、スクールバスをどうする

かとか話しておいた方がいいのではないかと思う。  

 

教育委員会の方針としては、北河原小学校は南河原小学校に編

入としている。これまでの経緯もあるので、南河原小学校に通学

する事を希望しない方もいると思う。その時に別の学校を希望す

る事が考えられる。他の学校を希望する場合は、基本的には保護

者の責任で通学してもらう方針でいる。スクールバスについては

今の所計画をしていない。先に進んだ段階で部会の方にも報告を

したいと思う。  

 

最初の計画からすると星宮小と中央小で新しい学校を作るとい

う訳だったが、その時になって若干修正するのは全然問題ないと

思うし、子ども達が安心して学校に行っていただくことがまず先

決だと思う。お願いだけなのだが、忍小に来るのであればスクー

ルバスだけは出してやってほしい。保護者の責任で来ればいいと

いうのは行田の教育ではないと私は思う。市長が言ったらしいが、

そこに関しては市長の意見に大反対と思っている。快く、できる

だけ安全に迎え入れてあげるというのが、我々の責任ではないか

と思う。もし来るようであれば歓迎したいと考えている。  

 

おやじの会がない中央小の方が珍しいと思う。中央小は商店街

の人達が中心にやってきたから男性の会長が多い。そういう意味

では星宮小に教わりながら、これからは男性も真面目に手伝って

いこうという風になればいい。  

 

確かに北小でも昨年修学旅行に行けなかったので、おやじの会

が企画して、校庭でお楽しみ会をやったという話を聞いている。

南河原小ではおやじの会はないが、青少年育成会がほとんど同じ
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Ｆ委員  

 

 

 

事務局  

 

荻原部会長  

 

 

 

荻原部会長  

 

 

 

 

 

 

 

荻原部会長  

 

 

 

事務局  

 

 

ような感じだった。星宮小でボランティアをやっている方から子

ども達のためにという事で意見をいただけるとしたら、バスの事

とかになりそうか。  

 

中央小は学校応援団とかで集まって会議があると思うが、星宮

小については会議とかがない。やってくださっている方はいるの

で意見を聞くことはできる。  

 

見守りの関係だと通学部会も関係してくる。  

 

 学校応援団やＰＴＡ組織の連携として、このような形で検討を

進めさせていただく。  

 

（３）学校運営部会の協議事項について  

 学校運営部会の協議事項についての説明を事務局からお願いす

る。  

 

（資料を基に説明）  

・学校運営部会の発足当時に想定していた協議事項の状況をまと

めた。  

・残る協議は校歌だけとなる。  

 

今後、何か協議をした方がいいということがあれば、学校か事

務局にお知らせいただきたい。  

 

３  次回の会議の日程について  

 今後の会議は、現時点で未定であるので、開催する時は案内を

する。  
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４  閉会  

 

 


